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含：

アプリケーション例

データシート D3756jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2024年8月

データシート

labV8x3-Iso II は、3軸センサー用の HEADlink 2.0 伝送プロトコル搭載の24 チャンネルの
HEADlab 入力モジュールです。8つの3軸センサー用のそれぞれの端子も、デジタル
HEADlinkインターフェースからも電気的に絶縁されている為、電磁気の厳しい環境条件で
も、標準的な測定やモーダル解析の為の測定等を行うことができます。



概要
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labV8x3-Iso IIは幅広いアプリケーションで利
用できるのが特徴です。8つの3軸センサー用
入力は、互いに電気的に絶縁されており、ま
たデジタルHEADlinkインターフェースからも
電気的に絶縁されている為、電磁的に厳しい
環境条件でも利用できます。入力モジュール
は、2.048kHzから最大204.8kHzまで柔軟に調
整可能なサンプリングレートを特徴としてい
ます。

labV8x3-Iso II は HEADlab コントローラーに接続
されます。ニーズに応じて、さらに別のコント
ローラー、入力モジュール、電源モジュール
(独立電源用)、ダミーヘッド等に接続して、数
百チャンネルの大規模の HEADlab システムを構
築することができます。

主なフィーチャー

3軸加速度計 (IEPE/ICP) がダイレクト接続できる 24 チャ
ンネル HEADlab 入力モジュール

3軸センサー入力 (Microtech) のそれぞれ、及びデジタ
ル HEADlink インターフェースからの電気的絶縁

HEADlink 2.0 伝送プロトコル、最大サンプリングレート
204.8 kHz

›  コントローラー labCTRL II.1、labCOMPACT12 II、
    labCOMPACT24 II を利用

›  2チャンネルフロントエンドlabHSUを利用 (ファーム
   ウェア2.1以降)

›  HEADlink 1.0伝送プロトコルをサポートするコント
   ローラーの利用時、最大102.4kHzのサンプリングレー
   トを実現

デュアルリンクにより、サンプリングレート≥システム
サンプリングレートで2倍のチャンネル数で測定可能

コントローラーからの電源供給

設定と制御(ソフトウェア)

›  ArtemiS SUITEのRecorder 
    APRフレームワーク(APR 000)が必要です。

一般的な測定、モーダル解析等の為の多チャンネル
データ収集

›  自動車、航空、宇宙、造船
›  研究開発
›  電化製品
›  ...

アプリケーション

データシート D3756jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2024年8月
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詳細
入力チャンネル

電気的絶縁

labV8x3-Iso II は、8 つの3軸センサーを直接接続する
為の入力端子 (Microtech) が搭載されています。各
入力の3つの信号ラインが共有するグラウンドは、
他の入力のグラウンドと2つのHEADlinkインター
フェースからは電気的に絶縁されています。これに
より、3軸加速度計は、電磁気的に厳しい環境条件
でも利用できます。

サンプリングレート最大 204.8 kHz

labV8x3-Iso II は HEADlink 2.0 を利用してコントロー
ラーにデータを転送します。これにより、最大
204.8kHzの最大サンプリングレートを実現します。
さらに、labV8x3-Iso II は HEADlink 1.0 を搭載したコ
ントローラーと互換性があり、最大 102.4 kHz のサ
ンプリングレートを実現します。

デュアルリンク

labCTRL II.1 コントローラーの特別な機能は、デュア
ルリンクモードです。ここでは、labV8x3-Iso II を 2 
本の HEADlink ケーブルでコントローラーに接続し
ている為、1 本の HEADlink ケーブル (シングルリン
ク) を利用する場合と比較して、サンプリングレー
ト≥システムサンプリングレートで 2 倍のチャンネ
ル数での測定が可能です。

コントローラーからの電源供給

labV8x3-Iso II は、入力モジュールと他のすべて
のモジュール (1台のlabCTRL II.1 コントローラー
で最大 10 台のモジュールを接続) の電源がコン
トローラーにより提供される為、独自の電源を
必要としません。コントローラーには、付属の
電源アダプターまたは電源モジュールのバッテ
リーから電源が供給されます。

電源モジュール

HEAD acousticsは、コントローラーと接続モ
ジュールを独立したシステムとして駆動し、ま
た停電時の保護機能として、様々な電力レベル
の電源モジュールを提供しています。構成にも
よりますが、電源モジュールのバッテリーは
HEADlab システムに５、６時間の電源供給を行
います。

堅牢

labV8x3-Iso II は堅牢な設計が特徴で、実績のあ
るメカ式接続技術により他の HEADlab モジュー
ルに固定されます。他のモジュールと同様に、
labV8x3-Iso II はノイズレスで動作します。(ファ
ン非搭載)

データシート D3756jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2024年8月
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コントロール (ソフトウエア)

設定と制御の目的で、labV8x3-Iso II はコントロー
ラーに接続され、コントローラーは PCにUSB また
はLAN接続されます。ArtemiS SUITE がPCにインス
トールされている必要があり、APR フレームワーク
(APR 000) と Recorder (APR 040) のライセンスが
利用可能である必要があります。

ArtemiS SUITE

Recorder (APR 040)

ArtemiS SUITEのRecorderは、操作が非常に簡単で、
単純な録音開始/停止からシーケンス管理された複雑
なタスクまで、あらゆるタイプの測定に適した実践
的でわかり易いユーザーインターフェースを提供し
ます。

labV8x3-Iso II の入力は、ディスプレイ上で迅速か
つ確実に設定されます。3軸センサーはグラフィック
表示され、対応するチャンネルや(オプションの)3D
グリッドモデル/CADモデル上の測定ポイントにド
ラッグ＆ドロップして、相互に接続します。
また、センサーライブラリから個別に設定可能な3軸
センサーを用いて、全体の設定をオフラインで行い、
測定システムを準備することもできます。

測定点ライブラリー
(APR フレームワークに含まれます。) 

測定点ライブラリーは、3Dグリッドモデルの作成に
利用できる、測定対象物を視覚的に表示するための
使いやすいツールです。ユーザーは、座標を入力し、
線で測定点同士を繋いでモデルを形成することによ
り、測定点ライブラリー上で直接測定点を定義しま
す。

測定対象物のCADモデルやシミュレーションデータ
が利用可能な場合は、インポートして統合すること
ができます。

ArtemiS SUITEのその他のツール

ArtemiS SUITE には、測定結果をさらに処理する為
のツールも用意されています。人工知能(AI)を利用
して動的構造特性を簡単かつ直感的に同定、抽出で
きる、パワフルな構造解析パッケージ(APR 400、
APR 410、およびAPR 420)も利用可能です。

Recorder：測定点、モデル点、センサー、コネクターを
ドラッグ＆ドロップで簡単に接続できます。

Recorder：チャンネル設定画面で全チャンネルのすべての関連
情報が確認できます。

測定点ライブラリー：測定点が多数でもクリアに表示されます。
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外 観

データ収集

制御 / 
電源供給

3軸加速度計の接続

HEADlink 2.0による接続

› デュアルリンク (HEADlink 1 + HEADlink 2)  
    またはシングルリンク (HEADlink 1)

     › labCTRL II.1

› シングルリンク (HEADlink 1)

› labCOMPACT12 II、labCOMPACT24 II

› labHSU (ファームウエア 2.1現在)

› HMS V デジタル HEAD 測定システム
(ファームウエア2.1現在)

HEADlink 1.0 による接続

›  シングルリンク (HEADlink 1)

›  VMA V HEAD VISOR マイクロホンアレイ
HEADlink 1による電源供給

› labCTRL II.1

› labCOMPACT12 II、labCOMPACT24 II

› labHSU

› HMS V デジタル HEAD 測定システム

› VMA V HEAD VISOR マイクロホンアレイ
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納品アイテムとアクセサリー
納品アイテム

labV8x3-Iso II (Code 3756)
24チャンネル HEADlab 入力モジュール、3軸加速
度計接続用HEADlink 2.0 伝送プロトコル

ハードウエアアクセサリー

要件
(HEADlink 2.0の場合)

コントローラー
labCTRL II.1 (Code 3704) 

› コントローラー

または
labCOMPACT12 II (Code 31020) 

› 12チャンネルコンパクトシステム (コント
ローラー) 

または
labCOMPACT24 II (Code 31021) 

› 24チャンネルコンパクトシステム (コント
ローラー)  

または
2-チャンネルフロントエンド
labHSU (Code 3710) 

› 2-チャンネルフロントエンド、スタンドア
ローンモード
(ファームウエア 2.1現在)
(ファームウエア 2.1まではHEADlink 1.0 の

み利用可能)

または
ダミーヘッド
HMS V (Code 1502) 

› デジタルHEAD 測定システム(ファームウエ
ア 2.1現在)(ファームウエア 2.1までは
HEADlink 1.0 のみ利用可能)

または
(HEADlink 1.0の場合)

HEAD VISOR 
VMA V (Code 7528) 

› HEAD VISOR マイクロホンアレイ

または
コントローラー、... (既に利用できません。)
labCTRL I.1 (Code 3701) 
labCTRL I.2 (Code 3702)
labCOMPACT12 (Code 3708)
labCOMPACT12-V1 (Code 3708-V1)
labCOMPACT24 (Code 3709)
labCOMPACT24-V1 (Code 3709-V1)
VMA II.1 (Code 7522)

Cables 

CLL X.xx (Code 3780-xx) 
› HEADlink ケーブル

LEMO 8-ピン → LEMO 8-ピン
› ケーブル長： 0.17 m、0.26 m、0.36 m、

0.5 m、1 m、1.5 m、2.5 m、5 m、10 m、
20 m、25 m、30 m、40 m、50 m、60 m

推奨

電源モジュール

labPWR I.1 (Code 3711) 
› 最大 40 W までのHEADlab システム用

labPWR I.2 (Code 3712)
› 最大 100W までのHEADlab システム用

labPWR I.3 (Code 3713)
› 最大 35 W までのHEADlab システム用

電源モジュール用電源アダプター

PS 24-60-L2
24 V, 60 W, LEMO 2-ピン
(Code 0623B)

› labPWR I.1、labPWR I.3用

PS 24-150-L2
24 V、150 W、LEMO 2-ピン
(Code 0621 B)

› labPWR I.1、labPWR I.2、labPWR I.3用
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ソフトウエアアクセサリー

必須要件

(コントローラーをPC接続する場合)

APR 000 (Code 50000)
APR フレームワーク
› ArtemiS SUITE のベース

APR 040 (Code 50040)
Recorder
› ArtemiS SUITE のユニバーサル Recorder

推奨 ArtemiS SUITEモジュール

データ準備

ASP 302 (Code 51302)
データ準備
› 測定データ準備

データ処理 / 解析

APR 010 (Code 50010)
Pool プロジェクト
› インタラクティブ処理と解析

APR 050 (Code 50050)
Automation プロジェクト
› 自動処理と解析

ASP 001 (Code 51001) ～ ASP 203 (Code 
51203)
ArtemiS SUITEの解析モジュール

モーダル解析

APR 420 (Code 50420)
モーダル解析プロジェクト
› AIベースの直感的なモーダル解析

APR 400 (Code 50400)
ODS プロジェクト
› 振動形状のアニメーションと解析

APR 410 (Code 50410)
形状比較プロジェクト
› 振動形状の解析と比較

ArtemiS SUITE のその他のモジュール
(ArtemiS SUITE 概要データシートご参照)

APR 420: モーダル解析プロジェクトでテスト対象物の振動特性
の解析が可能です。

APR 400: 実稼働振動形状解析プロジェクト(ODS プロジェクト) で
定義づけた静止条件でテスト対象物の振動パターンの解析が可
能です。

APR 410: 形状比較プロジェクトでテスト対象物またはシミュ
レーションデータの振動形状をマニュアル比較できます。



|8|

技術データ

データシート D3756jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2024年8月

1 有効期間:環境温度23°C、73.4°F(±3°C、±37.4°F)、動作時間≥1時間で有効。デバイスの振動励起により、偏差が発生する可能性があります。
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1 環境温度 23 °C, 73.4 °F (±3 °C, ±37.4 °F )、動作時間 ≥1 hで有効。 デバイスの振動励起により、偏差が発生する可能性があります。

すべての測定範囲は工場で校正されています。さらに、0.1 VP から 10 VP の測定範囲は、DIN EN ISO 17025 に準拠した HEAD acoustics GmbH の認定校正ラボで校正できます。
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1 有効範囲：周囲温度23°C(±3°C)、動作時間≥1時間。デバイスの振動励起によりバラつく可能性があります。

すべての測定範囲は工場で校正されています。さらに、100 mVP ～ 30 VP の測定範囲は、DIN EN ISO 17025 に準拠した HEAD acoustics GmbH の認定校正ラボで校正することができます。

データシート D3756jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2024年8月
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お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPは、PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。
LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミクス

「ダイナミクス」には、標準化された計算方法はありません。

従って、S/N比 (SNR または S/N) は labV8x3-ISO II として仕様が決められています。これは、関連する周
波数範囲全体に亘り測定されたlabV8x3-Iso II の全帯域幅ノイズフロアレベルに対する最大変調の正弦
波純音レベルに基づいて計算されます。

文献では、「ダイナミクス」という用語はS/Nのこととして利用されることがありますが、これは多
くの場合、固有のノイズの狭域帯の計算に基づいています。
解析帯域幅にもよりますが、labV8x3-Iso II は大幅に高い "ダイナミック" 値を持ちます。

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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